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（論文審査の要旨）

近年，治療の進歩により小児がんの生存率は向上した一方で，長期的な認知機能への影響

が懸念されるようになった．これまで，園内では，小児がん患児の認知機能を検討した研究

（ ｜は少ないそこで小児がん患児の認知機能の実態について検討を行った

（ 

対象・昭和大学藤が丘病院の外来を受診した 5歳から 16歳の小児がん経験者

方法：児童向けウェクスラー式知能検査（WISC-N）を用いて，基準年齢群と小児がん経験

者の偏差 IQを比較検討し，臨床背景や治療との関連を調べた．

結果： 77人に説明を行い， 53人（男性 36人，女性 17名，平均 9.5歳）から同意が得られた

背景疾患の内訳は，急性リンパ性白血病 37人，急性骨髄性白血病 6人，その他 10人であっ

た．頭部への放射線照射経験者は 4人だった．寛解後から検査日まで 9.7年であった．

メソトレキセート（MTX）の投与量とワーキングメモリが容量依存性に負の相関を示した．

一方，放射線治療歴，髄注歴などとの関連は認めなかった．

大量 MTX療法を受けた児においては，認知機能の低下によって生活の質を下げていること

が予想された．小児がん患者に対してはこれまで生存を重要視していたが、今後は将来に

わたって QOLを改善すべく、認知機能の低下を抑えるような介入が必要と思われた．

本論文は新知見を得ており、学術上の価値があり、学位論文に値すると判定した
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